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石
附
実
先
生
の
研
究
功
績
に
つ
い
て 

 

添
田 

晴
雄 

  

比
較
教
育
風
俗
研
究
会
代
表
の
石
附
実
先
生
は
、
平
成
十
八
年
五
月
二
三
日

に
逝
去
さ
れ
た
。
生
前
の
研
究
功
績
が
認
め
ら
れ
、
石
附
先
生
は
、
正
五
位
に

叙
さ
れ
る
と
共
に
、
瑞
寶
中
綬
賞
を
授
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
際
、
大
阪

市
立
大
学
が
叙
勲
推
薦
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
た
が
、
以
下
は
、
そ
の
功
績
調

書
の
基
礎
資
料
と
し
て
添
田
が
大
阪
市
立
大
学
事
務
局
に
提
出
し
た
書
類
に
一

部
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 

 

 

石
附
実
氏
は
、
昭
和
九
年
一
一
月
二
九
日
新
潟
県
に
生
ま
れ
、
昭
和
四
〇
年

三
月
に
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
修
得
退
学
し
、
同

年
四
月
に
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
講
師
に
就
任
、
昭
和
四
一
年
一
〇
月
か
ら

昭
和
四
三
年
七
月
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）
極
東
史

研
究
所
員
に
就
任
し
た
。昭
和
四
四
年
四
月
か
ら
天
理
大
学
助
教
授
に
就
任
し
、

同
大
学
教
授
を
経
て
、
昭
和
五
六
年
、
大
阪
市
立
大
学
教
授
に
就
任
、
平
成
九

年
三
月
に
同
大
学
を
退
職
し
、
同
年
四
月
に
同
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
同
年

四
月
か
ら
は
、
京
都
女
子
大
学
教
授
に
就
任
し
、
平
成
一
八
年
三
月
に
同
大
学

を
退
職
す
る
。 

 

ま
た
、
同
氏
は
、
日
本
比
較
教
育
学
会
に
お
い
て
、
平
成
一
一
年
六
月
二
六

日
か
ら
平
成
一
三
年
六
月
二
三
日
ま
で
会
長
を
務
め
、
理
事
を
昭
和
五
一
年
か

ら
平
成
一
六
年
、
紀
要
編
集
委
員
長
を
平
成
五
年
か
ら
平
成
七
年
に
歴
任
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
育
史
学
会
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
一
六
年
に
理
事
と
し

て
活
躍
し
、
オ
セ
ア
ニ
ア
教
育
学
会
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
一
〇
年
と
平

成
一
二
年
か
ら
平
成
一
五
年
ま
で
理
事
、
お
よ
び
、
平
成
九
年
に
紀
要
編
集
委

員
長
を
務
め
、
ア
ジ
ア
比
較
教
育
学
会
で
は
、
平
成
八
年
に
理
事
を
務
め
て
い

る
。 

 

石
附
氏
の
顕
著
な
功
績
は
、（
一
）近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
に
関
す
る
研
究
、

（
二
）「
比
較
・
国
際
教
育
学
」
の
研
究
枠
組
み
に
関
す
る
研
究
、（
三
）
比
較

教
育
風
俗
お
よ
び
学
校
文
化
史
に
関
す
る
研
究
、
の
三
つ
の
研
究
の
成
果
に
認

め
ら
れ
る
。 

 

第
一
は
、
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。 

 

石
附
氏
は
、
幕
末
期
と
明
治
初
半
期
に
お
け
る
留
学
政
策
や
海
外
留
学
の
実

態
お
よ
び
そ
の
特
色
に
つ
い
て
、
初
め
て
体
系
的
な
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
昭
和
四
七
年
、『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七

soeda
テキストボックス
「石附実先生の研究功績について」、比較教育風俗研究会『研究談叢比較教育風俗』第10号、126～132頁、平成19（2007）年5月。 
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二
年
）
と
し
て
刊
行
し
た
。
同
書
は
、
幕
末
期
の
留
学
（
旧
幕
時
代
の
国
内
遊

学
を
含
む
）
と
明
治
初
半
期
（
元
年
か
ら
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
）
の
海
外
留
学

を
扱
っ
て
お
り
、
前
半
で
は
、
開
国
と
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
の
派
遣
、
長
州
・
薩

摩
藩
士
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
、
幕
府
の
ロ
シ
ア
留
学
派
遣
と
渡
航
解
禁
、
幕
府
の

英
・
仏
へ
の
集
団
派
遣
、
に
つ
い
て
詳
細
な
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
、
幕
末

海
外
留
学
の
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
幕
末
の
留
学
の
特
色
は
、

い
ず
れ
か
の
特
定
国
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
欧
米
諸
国
に
わ
た
っ

て
留
学
生
が
出
か
け
て
い
っ
た
こ
と
、
留
学
生
に
と
っ
て
の
意
義
は
、
個
々
の

学
習
の
量
と
質
い
か
ん
よ
り
は
む
し
ろ
、
ま
っ
た
く
異
質
の
環
境
の
も
と
で
生

活
し
、
西
欧
の
社
会
、
文
化
を
体
験
的
に
理
解
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
実
質
的
に
は
留
学
と
視
察
が
未
分
化
で
あ
り
、
高
度
な
西
欧
の
知
識･

技
術
の
導
入･

移
植
と
い
う
よ
り
は
、ひ
ろ
い
意
味
で
の
西
欧
世
界
の
紹
介
者
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
幕
末
留
学
生
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
か
れ
ら
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
国
家
意
識
と
公
に
対
す
る
献
身

の
姿
勢
、
お
よ
び
、
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
な
い
し
探
究
心
で
あ
る
と
結
論
づ
け

て
い
る
。
さ
ら
に
、
遊
学
に
つ
い
て
も
史
料
を
分
析
し
、
閉
鎖
的
社
会
と
考
え

ら
れ
る
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
も
、
新
知
識
の
吸
収
と
自
藩
の
教
育
へ
の
刺
激
を

目
的
と
す
る
国
内
遊
学
制
度
が
発
達
し
て
お
り
、そ
れ
が
、明
治
期
に
お
け
る
、

文
明
開
化
の
洋
行
や
、
留
学
の
「
離
陸
」
地
盤
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
、
地
方

青
年
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
周
流
を
準
備
し
た
と
し
て
い
る
。 

 

本
書
の
後
半
で
は
、
明
治
初
期
の
留
学
政
策
、「
学
制
」
に
お
け
る
留
学
規
定

と
実
態
、
留
学
費
用
の
賃
貸
制
か
ら
官
費
制
へ
の
変
化
を
史
料
で
跡
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
事
例
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
共
存
同
衆
」（
在
英
留
学
生
グ
ル

ー
プ
の
組
織
「
日
本
学
生
会
」
を
母
体
と
す
る
、
明
治
初
期
の
知
識
人
結
社
）

と
小
野
安
梓
（「
共
存
同
衆
」
の
指
導
者
の
ひ
と
り
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

の
中
で
、
石
附
氏
は
、
明
治
元
年
か
ら
八
年
ま
で
を
第
一
期
、
一
五
年
ま
で
を

第
二
期
、
そ
れ
以
降
を
第
三
期
と
分
類
し
た
。
第
一
期
は
、
留
学
が
洋
行
・
視

察
か
ら
分
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
国
外
で
普
通
教
育
を
開
始
す
る

者
と
、
国
内
で
の
普
通
教
育
の
後
に
国
外
で
特
殊
な
領
域
の
技
術
や
専
門
職
能

の
伝
習
を
目
的
と
す
る
者
と
が
混
在
し
、
留
学
生
の
量
的
拡
大
が
起
こ
っ
た
時

期
と
し
た
。
第
二
期
は
、
留
学
政
策
が
、
マ
ス
か
ら
エ
リ
ー
ト
の
派
遣
と
い
う

方
針
に
転
換
さ
れ
、
国
内
で
普
通
教
育
を
終
え
た
者
が
国
外
の
専
門
教
育
を
受

け
る
と
い
う
経
歴
が
標
準
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
第
一
期
に
支
配
的
で
あ

っ
た
皮
相
的
欧
化
の
態
度
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
り
、
日
本

の
政
治
的
、
文
化
的
な
独
立
を
め
ざ
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
要
素
に
立
脚
し
な
が

ら
、
西
洋
文
化
を
選
択
的
に
受
容
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と
し
て

い
る
。
第
三
期
の
留
学
は
、
研
究
者
に
よ
る
特
殊
な
専
門
分
野
の
研
究
が
目
的

と
な
り
、
渡
航
先
も
ド
イ
ツ
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
幕
末
、
明
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治
初
期
を
通
し
た
日
本
の
留
学
の
特
徴
と
し
て
、
留
学
生
の
競
争
原
理
と
、
幕

府
・
藩
な
い
し
は
国
家
と
い
う
公
に
対
し
て
貢
献
す
る
と
い
う
集
団
主
義
的
な

留
学
に
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
な
お
、
巻
末
に
は
、
約
七
〇
〇
人
に
も
及

ぶ
「
海
外
留
学
者
リ
ス
ト
」（
一
八
六
二<

文
久
二>

年
か
ら
一
九
七
四<

明
治
七>

年
ま
で
に
出
発
し
た
者
）
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
出
発
年
、
留
学
国
、
派
遣
の

形
態
（
官
費
か
自
費
か
な
ど
）、
専
門
分
野
、
留
学
前
と
留
学
中
お
よ
び
留
学
後

の
経
歴
な
ど
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

従
来
、
留
学
生
個
個
人
の
事
例
を
扱
う
研
究
は
存
在
し
て
い
た
が
、
鎖
国
と

い
う
閉
じ
ら
れ
た
体
制
の
も
と
で
、
留
学
が
ど
の
よ
う
な
動
機
と
目
的
に
よ
っ

て
、
い
か
に
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
、
明
治
に
入
っ
て
そ
れ
が
、
い

か
な
る
政
策
的
な
動
き
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、

近
代
日
本
初
期
の
海
外
留
学
の
実
態
お
よ
び
そ
の
特
色
的
な
側
面
を
俯
瞰
す
る

研
究
は
な
か
っ
た
。
本
研
究
は
そ
れ
ら
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
、
後
に
日
本
に

お
い
て
展
開
さ
れ
る
留
学
史
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。 

 

近
代
日
本
の
形
成
初
期
に
お
い
て
は
西
洋
文
化
の
導
入
と
受
容
が
焦
眉
の
急

務
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
推
進
者
と
な
っ
た
の
が
海
外
留
学
生
で
あ
る
。
本
研
究

は
、
そ
の
海
外
留
学
お
よ
び
海
外
留
学
生
を
網
羅
的
体
系
的
に
扱
っ
て
お
り
、

近
代
国
家
萌
芽
期
に
お
け
る
近
代
化
政
策
史
・
実
態
史
研
究
、
軍
事
学
、
医
学
、

工
学
、
法
学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
教
育
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
研
究
史
研

究
の
発
端
と
な
る
洋
学
史
研
究
が
基
づ
く
べ
き
基
盤
の
研
究
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
山
内
乾
史
は
、「
比
較
教
育
学

者
に
よ
る
エ
リ
ー
ト
研
究
の
先
駆
と
し
て
は
、
石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留

学
史
』
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
附
の
研
究
は
日
本
の
黎
明
期
の
エ
リ
ー
ト

の
留
学
に
関
し
て
の
研
究
で
あ
る
が
、
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
」
と
し
て
い
る
（「
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ー
ト
教
育
の
動
向
―
変
わ
り
ゆ
く
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
―
」、Kobe Journal of Higher Education

第
八

号
、
神
戸
大
学
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
二
年
）。 

 

ま
た
、『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
の
巻
末
「
海
外
留
学
者
リ
ス
ト
」
は
、

留
学
史
研
究
、
文
化
・
科
学
・
技
術
受
容
史
研
究
に
お
い
て
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
的

資
料
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古
賀
徹
は
、「
幕
末
か
ら
明
治
初
期

に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
地
区
に
ど
の
く
ら
い
日
本
人
の
留
学

生
が
い
た
か
に
つ
い
て
は
石
附
実
氏
の
研
究
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
等

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
の
中
に
は
勝
、
岩
倉
ら
の
著
名
人
物

の
子
息
や
、後
に
外
交
の
場
で
活
躍
す
る
畠
山
義
成
、吉
田
清
成
ら
と
と
も
に
、

大
儀
見
元
一
郎
、
木
村
熊
二
、
津
川
良
蔵
の
よ
う
に
神
学
校
か
ら
ホ
ー
プ
・
カ

レ
ッ
ジ
を
経
て
改
革
派
の
牧
師
と
な
っ
た
者
も
い
た
」（「
日
米
教
育
交
流
と
近

代
化
と
の
関
係
―
キ
リ
ス
ト
教
（
宣
教
師
）
の
活
動
か
ら
、
学
校
制
度
へ
の
転

換
に
注
目
し
て
― 

」『
教
育
学
雑
誌
』
第
三
四
号
、
日
本
大
学
教
育
学
会
、
平
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成
一
二
年
）
の
よ
う
な
利
用
の
仕
方
を
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
諸
研
究
者
の
必
読
文
献
と
な
っ
て
い
る
本
書
は
、
の
ち
に
中
央

公
論
社
の
目
に
と
ま
り
、
中
公
文
庫
と
し
て
再
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
博
士
請

求
論
文
に
あ
た
る
き
わ
め
て
学
術
的
著
作
が
文
庫
版
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
、

出
版
事
情
が
厳
し
い
中
、
全
五
〇
〇
頁
と
い
う
文
庫
本
と
し
て
は
大
部
の
著
書

と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
書
の
も
つ
学
術
的
・
社
会
的
意
義
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

さ
ら
に
、
石
附
氏
の
留
学
史
研
究
は
、
教
育
学
以
外
の
分
野
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
教
育
学
研
究
は
、
隣
接
学
問
領
域
の
知
見
を
吸
収
し
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
が
、
教
育
学
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
は
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
大
い

に
貢
献
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
を
他
の
学
問
領
域
に
発
信
し
、
他
の
学
問
分

野
に
お
け
る
研
究
に
貢
献
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
行
わ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
石
附
氏
が
執
筆
を
担
当
し
た
、『
近
代
化
の
推
進

者
た
ち
―
留
学
生
・
お
雇
い
外
国
人
と
明
治
―
』（
Ａ
・
バ
ー
ク
ス
編
、
梅
溪
昇

監
訳
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
年
）
が
、
日
本
英
学
史
学
会
か
ら
、
第
五
回
豊

田
実
賞
の
受
賞
を
受
け
た
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
。
本
書
は
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
大
学
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
多
く
の
日
本
人
が
留
学
し
た
）
の
創
立
二
〇
〇
年
記
念
式
の
一
部
と
し

て
、
一
九
六
七
年
に
行
わ
れ
た
「
文
化
交
流
一
〇
〇
年
記
念
祝
賀
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
・
日
本
会
議
」
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
寄
稿
を
も
と
に
し
て
ア
メ
リ
カ
で
出

版
さ
れ
た
著
作
（The 

Modernizers--Overseas 
Students, 

Foreign 

Employees, and Meiji Japan, edited by Ardath W. Burks, Westview 

Press, Boulder and London, 1985

）
の
日
本
語
版
で
あ
る
。
京
都
新
聞
（
一

九
九
〇
年
三
月
二
一
日
付
）
に
よ
る
本
書
の
紹
介
に
お
い
て
、「
明
治
初
期
に
お

け
る
日
本
人
の
海
外
留
学
」（
石
附
実
・
大
阪
市
立
大
学
教
授
）
が
筆
頭
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
に
お
け
る
石
附
論
文
の
位
置
づ
け
は
小
さ
く

な
い
。
石
附
氏
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
教
育
学
以
外
の
学
会
に
お
い

て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
近
代
化
に
お
け
る
留
学
政
策
の
研
究
は
、
石
附
氏
自
身

に
よ
る
日
中
比
較
研
究
や
他
の
研
究
者
に
よ
る
現
代
の
留
学
研
究
と
あ
い
ま
っ

て
、
今
日
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
留
学
政
策
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
基
盤

と
な
っ
て
い
る
。
石
附
氏
自
身
、
大
阪
市
国
際
学
校
立
地
検
討
会
議
の
座
長
を

務
め
、
平
成
八
年
、
大
阪
市
に
そ
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

平
成
一
三
年
に
大
阪
市
で
は
じ
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
、「
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
」が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
二
の
主
た
る
功
績
は
、「
比
較
・
国
際
教
育
学
」
の
研
究
枠
組
み
に
関
す
る

研
究
で
あ
る
。 

 

石
附
氏
は
、
昭
和
四
九
年
、『
国
際
化
へ
の
教
育
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
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中
で
、
欧
米
の
理
論
書
の
諸
説
を
踏
ま
え
、
初
め
て
「
比
較
教
育
学
」
研
究
と

「
国
際
教
育
学
」
研
究
に
つ
い
て
、
お
の
お
の
の
研
究
目
的
と
研
究
分
野
を
整

理
し
、
両
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
、
両
者
の
融
合
の
可
能
性
を
提
唱

し
た
。 

 

同
氏
に
よ
る
と
、「
比
較
教
育
学
」
は
、「
教
育
を
、
そ
の
国
際
性
の
視
点
か

ら
研
究
し
よ
う
と
す
る
」
学
問
で
あ
り
、「
各
国
の
い
ろ
い
ろ
な
教
育
現
象
と
そ

の
動
き
を
、
世
界
の
歴
史
的
、
現
代
的
な
視
点
か
ら
考
究
し
、
時
間
的
・
空
間

的
な
広
が
り
に
お
け
る
個
別
的
特
質
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
こ
に
貫
か
れ
底
流

す
る
教
育
の
普
遍
的
原
理
を
導
き
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。
そ
の
際
、
教

育
の
制
度
・
思
想
・
運
動
か
ら
方
法
と
内
容
に
及
ぶ
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
て
、

政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
、
風
土
的
な
諸
要
因
と
の
動
的
な
連
関

構
造
の
解
明
を
目
ざ
し
て
、総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
て
迫
る
こ
と
」（『
国

際
化
へ
の
教
育
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
四
九
年
、
一
〇
九
頁
）
を
、
そ
の

特
徴
と
す
る
。
そ
し
て
、
石
附
氏
は
そ
の
役
割
と
し
て
、
各
国
の
教
育
の
あ
り

方
を
国
際
的
な
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
、
教
育
の
法
則
な
い
し
普
遍
的
原
理

の
把
握
を
め
ざ
す
こ
と
、
教
育
の
将
来
像
へ
の
予
測
を
試
み
、
教
育
改
革
に
対

す
る
具
体
的
な
提
言
を
用
意
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
（
同
書
、
一

〇
九
～
一
一
〇
頁
）。 

 

一
方
、「
国
際
教
育
学
」
は
、「
社
会
・
国
家
の
あ
い
だ
に
生
起
し
展
開
さ
れ

る
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
関
係
、
、
の
現
象
に
着
目
す
る
こ
と
を
、
そ
の
基
本
条
件
」
と

し
、「
国
ぐ
に
の
あ
い
だ
の
各
般
多
様
な
形
に
お
け
る
教
育
の
移
動
・
伝
播
・
交

流
の
現
象
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（
同
書
、
一
一
四
頁
、
傍
点
は
石
附
に

よ
る
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
国
際
教
育
」
と
「
国
際
教
育
学
」
と
を
は
っ

き
り
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、「
国
際
教
育
」
は
、「
ひ
と
つ
の
実
体
で

あ
り
、
実
践
と
し
て
展
開
さ
れ
る
、
現
実
の
事
象
」
で
あ
る
が
、「
国
際
教
育
学
」

は
、
そ
う
し
た
現
実
に
進
め
ら
れ
る
「
国
際
教
育
」
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
る

批
判
的
分
析
で
あ
り
理
論
研
究
で
あ
る
と
し
た（
同
書
、一
一
八
～
一
一
九
頁
）。

そ
し
て
、「
国
際
教
育
学
」
は
、「
国
際
教
育
」
と
い
う
「
歴
史
的
・
現
実
的
実

体
を
研
究
す
る
科
学
で
あ
り
、『
関
係
』
の
次
元
か
ら
、
交
流
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

分
析
し
、
そ
こ
か
ら
教
育
法
則
を
発
見
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
併
置

の
次
元
か
ら
各
国
教
育
に
迫
ろ
う
と
す
る
比
較
教
育
学
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
け
っ
し
て
そ
の
補
助
科
学
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
世
界
の
教
育
の
国
際
的

な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
対
象
と
し
、
世
界
の
場
に
お
け
る
教
育
の
力
学
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
、
独
立
の
学
な
の
で
あ
る
」（
同
書
一
三
八
～
一
三
九
頁
）
と

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
石
附
氏
は
、
後
者
の
研
究
領
域
と
し
て
、（
留
学
を
含

む
）
人
的
交
流
、
教
育
（
制
度
や
情
報
）
の
移
動
、（
国
際
理
解
教
育
な
ど
の
）

世
界
へ
の
教
育
、（
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
）
教
育
の
国
際
組
織
、
教
育
援
助
、
の
五

つ
を
提
唱
し
た
（
同
書
一
三
一
～
一
三
八
頁
）。 
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教
育
借
用
（
海
外
の
教
育
制
度
等
を
自
国
に
受
容
す
る
こ
と
）
の
目
的
か
ら

発
達
し
た
比
較
教
育
学
研
究
に
お
い
て
は
、
従
来
、
多
国
の
教
育
事
象
の
併
置

に
よ
る
比
較
研
究
と
、
多
国
間
の
教
育
関
係
を
対
象
と
す
る
関
係
比
較
研
究
と

が
未
分
化
で
あ
り
、
相
互
に
混
同
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
科
学
性
と
発
展
性
に

お
い
て
問
題
が
あ
っ
た
が
、
江
淵
一
公
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
比
較
教

育
学
と
国
際
教
育
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
諸
説
が
あ
る
が
、
わ
が

国
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
い
ち
は
や
く
着
目
し
、
概
念
の
整
理
を
試
み
た
石
附

実
は
、
欧
米
の
比
較
教
育
学
者
の
諸
説
の
検
討
を
踏
ま
え
て
比
較
教
育
学
研
究

を
『
教
育
の
国
際
関
係
』
研
究
と
『（
教
育
の
）
併
置
比
較
』
と
に
大
別
」（「
教

育
の
国
際
関
係
」『
比
較
教
育
学
研
究
』
二
〇
、
日
本
比
較
教
育
学
会
、
一
九
九

四
年
）
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
併
置
比
較
は
「
比
較
教
育
学
」、
関
係
比
較

が
「
国
際
教
育
学
」
に
あ
た
る
。 

 

そ
の
後
、
日
本
に
お
け
る
「
比
較
教
育
学
」
と
「
国
際
教
育
学
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
独
自
的
な
範
囲
と
役
割
が
あ
る
も
の
と
し
て
発
達
し
て
き
た
。
そ

れ
自
体
は
石
附
氏
の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
同
氏
の
意

に
反
し
て
、
残
念
な
が
ら
、「
比
較
教
育
学
」
と
「
国
際
教
育
学
」
と
が
、
割
拠

分
立
の
状
態
と
し
て
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
石
附
氏
は
、
両
者
を
い

っ
た
ん
峻
別
し
た
上
で
両
者
の
統
合
を
図
る
と
い
う
意
味
で
、「
比
較
・
国
際
教

育
学
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、『
比
較
・
国
際
教
育
学
』（
東
信
堂
、
平
成
八

年
）
と
い
う
編
著
書
を
上
梓
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
標
題
の
書
物
は
、

わ
が
国
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
（
望
田
研
吾
「（
書
評
）
石
附
実
編
著
『
比

較
・
国
際
教
育
学
』」、『
比
較
教
育
学
研
究
』
二
三
、
日
本
比
較
教
育
学
会
、
平

成
九
年
）。
今
日
で
は
、「
比
較
・
国
際
教
育
学
」
と
い
う
用
語
が
広
く
用
い
ら

れ
、
そ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、「
比
較
・

国
際
教
育
学
」
を
冠
す
る
講
座
が
筑
波
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
九
州
大
学
な
ど

に
創
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
比
較
教
育
学
会
の
研
究
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
も
「
比
較
・
国
際
教
育
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。 

 

石
附
氏
の
功
績
の
第
三
は
、
比
較
教
育
風
俗
お
よ
び
学
校
文
化
史
に
関
す
る

研
究
で
あ
る
。 

 

同
氏
は
、
昭
和
六
三
年
ご
ろ
か
ら
、
学
校
建
築
、
机
や
椅
子
に
代
表
さ
れ
る

設
備
・
備
品
、
教
材
、
黒
板
・
掛
図
・
標
本
な
ど
の
教
具
、
文
具
、
制
服
、
校

旗
・
校
章
等
シ
ン
ボ
ル
の
た
ぐ
い
、
遊
具
、
子
育
て
の
道
具
、
な
ど
の
モ
ノ
的

側
面
、
学
校
の
規
則
、
校
則
（
校
訓
な
ど
を
含
む
）、
学
校
儀
式
・
運
動
会
・
遠

足
・
修
学
旅
行
・
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
、
試
験
、
通
知
表
、
時
間
割
、
学

校
暦
、
子
ど
も
に
関
す
る
祭
り
や
儀
式
、
な
ど
の
コ
ト
的
側
面
に
着
目
し
た
研

究
に
着
手
し
、
後
に
「
比
較
教
育
風
俗
」「
学
校
文
化
史
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
領

域
を
開
拓
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
学
校
文
化
史
」
で
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
モ

ノ
的
側
面
と
コ
ト
的
側
面
を
対
象
の
中
心
と
し
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
分
析
す
る
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こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
、「
比
較
教
育
風
俗
」
で
は
、
学
校
に
限
ら
ず
広
く
教
育

の
モ
ノ
的
側
面
と
コ
ト
的
側
面
を
対
象
と
し
、
そ
れ
を
比
較
的
考
察
す
る
こ
と

に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
に
お
い
て
程
度
の
差
は
あ
れ
、
比

較
分
析
と
歴
史
的
分
析
の
相
互
補
完
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
学

校
内
外
の
文
化
な
い
し
は
風
俗
の
関
係
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

 

従
来
の
教
育
学
研
究
に
お
い
て
は
、
制
度
や
思
想
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
抽
象

的
な
事
象
が
対
象
と
な
り
が
ち
で
あ
り
、
抽
象
的
理
論
と
教
育
実
態
な
い
し
は

学
習
実
態
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

石
附
氏
は
、
研
究
の
視
点
を
モ
ノ
や
コ
ト
と
い
っ
た
具
体
的
側
面
に
い
っ
た
ん

据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
底
流
に
あ
る
教
育
文
化
の
特
質
を
読
み
解
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
制
度
や
思
想
の
歴
史
的
考
察
、
比
較
的
考
察
を
精
緻
化
す
る
と

い
っ
た
研
究
領
域
・
方
法
論
を
開
拓
し
た
。 

 

本
研
究
領
域
は
、日
本
比
較
教
育
学
会
や
教
育
史
学
会
に
お
い
て
注
目
さ
れ
、

と
く
に
石
附
編
著
『
近
代
日
本
の
学
校
文
化
誌
』
や
同
氏
が
研
究
代
表
者
を
つ

と
め
る
研
究
会
の
雑
誌
『
研
究
談
叢 

比
較
教
育
風
俗
』（
第
一
～
九
号
）
は
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
今
井
重
孝
「（
書
評
）
石
附
実
編
著
『
近

代
日
本
の
学
校
文
化
誌
』、『
比
較
教
育
学
研
究
』
一
九
、
日
本
比
較
教
育
学
会
、

平
成
五
年
／
花
井
信
「
近
代
」（
研
究
動
向
―
教
育
誌
学
会
二
〇
回
大
会<

一
九

七
六>

以
降
を
主
た
る
対
象
と
し
て
―
、『
教
育
史
学
会
四
〇
年
記
念
誌
』
教
育

史
学
会
、
平
成
八
年
）。 

  

以
上
の
よ
う
に
、
同
氏
は
、
比
較
教
育
学
、
教
育
史
学
に
お
い
て
、
留
学
研

究
史
の
嚆
矢
と
な
る
研
究
に
着
手
し
、そ
の
第
一
人
者
と
し
て
学
会
を
牽
引
し
、

隣
接
学
会
に
も
研
究
成
果
を
発
信
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、「
比
較
・
国
際
教
育
学
」

の
研
究
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
学
会
の
研
究
を
先
導
し
、「
比
較
教
育

風
俗
」「
学
校
文
化
史
」
等
の
研
究
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
。
同
氏
は
日
本
を
代

表
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
。 

 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 

 




